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6-5　岡崎連携プラットフォーム
岡崎連携プラットフォームは，岡崎 3 機関（基礎生物学研究所，生理学研究所及び分子科学研究所）の枠を超えた

融合研究を推進するための組織として 2024 年 7 月に設置された。分子科学分野では，計算科学手法の開発と活用，

光を用いた先端的な研究手法や光源の開発，そして新規分子・物質の設計やそれらの高度集積化を通して，原子・分子・

生命システムが示す多様な構造，物性，反応性，触媒能，エネルギー変換などの高次機能や動的構造を解明するとと

もに，新たな現象や有用な機能の設計と制御に取り組む。また，国内外の大学・研究機関と連携し，国際的に卓越し

た若手研究者を育成するための支援を強化する。

2024 年 11 月時点で，同プラットフォーム下に「スピン生命科学コア」，「オープンミックスラボ［OML 

OKAZAKI］」が設置されている。




